
日本臨床検査医学会 2022年度 第 3 回 臨床検査専門医・管理医審議会議事録 

 
日時：2022 年 12 月 26 日（月）18：00～20：00 
場所：日本臨床検査医学会事務所 
出席：大西宏明審議会委員長（理事長）、田部陽子副理事長、 

三宅一徳（受験・更新資格審査委員会）、古川泰司（試験実行委員会）、山田俊幸（日本専門医機構認 
定臨床検査専門医研修プログラム認定委員会/日本専門医機構認定臨床検査専門医更新資格審査委員 
会）、各委員会委員長、 
木村聡 教育委員会担当理事、菊池春人 日本臨床検査専門医会代表（7 名） 

欠席：吉田 博 Subspecialty 検討委員会委員長（1 名） 
 
Ⅰ 委員長挨拶  

大西宏明審議会委員長より開会の挨拶があり議事を進行した。 
 

Ⅱ 

1．受験・更新資格審査委員会（三宅一徳 委員長） 

1) 20232 年 1 月 1 日付 臨床検査管理医更新審査結果について 

保留していた 3 名、2023 年 1 月 1 日付更新の 59 名から更新申請があり、単位を満たしており有資格と判定

された。また、その他、保留申請 1 名、未提出 10 名については 2 年間保留可能として承認された。なお 1 名

退会の報告があった。 
 
2) 2023 年 1 月 1 日付 臨床検査専門医資格者の臨床検査管理医申請について 

臨床検査専門医資格者 8 名から臨床検査管理医資格の申請があり臨床検査管理医として承認された。 
 
3) 2023 年 1 月 1 日付 名誉臨床検査専門医申請について 

1 名より名誉臨床検査専門医の申請があり資格を満たしており有資格と判定され、承認された。 
 
4) 2023 年 1 月 1 日付 臨床検査専門医更新審査結果について 

保留していた 1 名、2023 年 1 月 1 日付更新の 6 名から更新申請があり、5 名については単位を満たしており

有資格と判定された。1 名は共通講習：医療安全講習単位受講単位が不足しており単位を満たさないが 70 歳

以上のため、名誉臨床検査専門医への申請変更を勧めることとなった。 
1 名より更新辞退申請があり理由を確認し承認された。未提出 4 名については 2 年間保留可能として承認さ

れた。なお、1 名退会の報告があった。 
未提出者には、再々度、更新の確認を行うこととなった。 
 
臨床検査管理医、臨床検査専門医更新の未提出者については、退会者以外は、5 年間は更新の意向を確認する

こととした。 
 
2．日本専門医機構認定臨床検査専門医更新資格審査委員会報告（山田俊幸 委員長） 

2023 年 1 月 1 日付 日本専門医機構基本領域臨床検査専門医更新一次審査結果について 

保留していた 2 名、2023 年 1 月 1 日付更新の 92（合計 94 名）名から、2023 年 1 月 1 日付機構専門医更新

申請があり委員会で一次審査した結果、91 名は単位を満たしており承認されたこと、3 名については申請さ

れた診療実績単位、臨床検査領域講習単位に不備あり確認中であることが報告され、継続して確認すること

が報告された。 
また、1 名からは更新延長申請があり理由を確認して更新延長が承認された。3 名は未提出であるが 1 名は

名誉臨床検査専門医申請を勧める予定であること、1 名は病気療養中であるため資格維持は困難と思われる

こと、1 名は過去 4 年間会費未納であるため退会扱いとなることが報告された。 



今後、日本専門医機構に一次審査結果を提出して、機構で二次審査が行われ、機構理事会で承認を得ること

になる。 
 
3 試験委員会報告（山田俊幸 委員長） 

1）合同判定会議のあり方。 

臨床検査専門医試験合否判定会議のあり方とその実施につき議論し、以下のように合意したことが報告され、

承認された。 
・判定会議は、試験委員、試験実行委員の合同会議とし、その決定は審議会に提出され。審議会は同会議の

決定を重いものとして原則承認する。 
・判定会議では、採点結果に基づく情報（正答率、識別指数、その他不具合）を受け、不適切問題の削除を検

討する。 
・判定会議は、本来試験日に行うことが望ましいが、準備の都合で困難な場合は、試験後速やかに対面で開

催する。原則、試験委員、実行委員領域代表は対面会議に出席し、対面会議に出席できない委員はオンラ

イン参加とする。 
・判定会議での資料で、受験者は匿名で扱い、セキュリティの保護に十分留意する。 
 
4．2023 年度実施 第 15 回臨床検査管理医認定試験講習・認定試験について（山田俊幸 管理医試験実行委員長） 

2023 年 8 月 6 日（日）に、臨床検査専門医試験を帝京大学医学部で開催予定であるが、同会場で会場確保

が可能であれば同日開催を希望すると報告され、専門医試験実行委員長が確認することとなった。 
なお、2024 年度以降の講師について、今後検討する予定である。 
 
5．2023 年度実施 第 3 回機構専門医、第 40 回学会専門医認定試験について（古川泰司 専門医試験実行委員長） 

2023 年 8 月 6 日（日）に、帝京大学医学部で開催予定であるが、会場確保は 4 月になることが報告され

た。 
 
6 専門医関連事項について（山田俊幸 委員長） 

1）専門研修プログラム整備基準の見直し 
専門研修プログラム整備基準について、制度的なことで実態に合わせることのみを変更し日本専門医機構に

変更申請予定である基準が提示され、表現のみ指摘があり修正することとなった。 
 
2）機構専門医更新基準の見直し 
日本専門医機構からの要請が主な変更内容である 2027 年 4 月 1 日以降の更新基準が示され、承認された。 
なお、主な改定内容は、共通講習の必須が 8 項目となること、更新時に e-learning による更新用試験が必須

となること、公的機関での医師免許を元に専門的な業務に従事し一時的に診療に従事できない場合は在籍証

明を提出することで更新猶予を得る事項に、国防や災害対策に関する公的義務（自衛隊）を提案することな

どである。 
 
臨床検査専門医の認定期間について、日本専門医機構からの要請により、2027 年度より 4 月-3 月に揃える

こととなり、学会の認定関係も審査関係、事務的にも揃えた方が良いという意見があり揃えることとなった。 
 
更新基準の改定で更新に関わってくること、また、認定期間の変更については、今後、適切な時期に周知し

ていくこととなった。 
 
7．その他（大西宏明 審議会委員長） 

2023 年度臨床検査専門医・管理医審議会の日程については、2023 年 6 月、9 月、12 月に開催する予定であ

る旨が報告された。 
 



2022 年度評議員資格審査委員会議事録 

 

1 2023 年 1 月 1 日付評議員の再任について（大西宏明 評議員資格審査委員会 委員長） 

2023 年 1 月 1 日付での評議員再任対象者 28 名について、27 名から申請書類が提出され、再任単位を満たし

ており承認された。1 名については再任単位を満たさず退任希望の連絡があったため認められた。 
 
 
閉会 
2022 年度 第 3 回 臨床検査専門医・管理医審議会と 2022 年度評議員資格審査委員会の閉会の挨拶があり閉

会された。 
 
 
 
 


